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11) 稲寺秀邦．健康診断結果の見方と事後措置．公益社団法人建設荷役車両安全技術協会 特定検査研修講師・巡回指導
員合同会議；2017 Aug 25；富山． 
12) 稲寺秀邦．トラック運送事業における過労死等防止対策及び健康起因事故防止対策．過労死等防止・健康起因事故
防止対策セミナー 全日本トラック協会；2017 Aug 30；富山． 
13) Hamazaki K. The effects of omega-3 polyunsaturated fatty acids on mental health; 2017 Aug 31; 広東海洋大学，広東省，中
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15) 稲寺秀邦．未来の子どもたちのために－エコチル調査の取組み－．平成 29 年度日本助産師会東海北陸地区研修会；
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16) 稲寺秀邦．富山大学環境報告書．2017．医学生に対する環境教育；p. 10． 
17) 稲寺秀邦．過重労働と健康について－働きすぎによる健康障害対策－．富山県労働基準協会 労務・衛生部会合同セ
ミナー；2017 Oct 16；富山． 
18) 稲寺秀邦．過重労働と健康について－働きすぎによる健康障害対策－．富山県労働基準協会 労務・衛生部会合同セ
ミナー；2017 Oct 18；高岡． 
19) 稲寺秀邦．エコチル調査からみた富山県の妊産婦・子どもの特徴．第 24 回高度専門看護教育講座研修会；2017 Nov 
11；富山． 
20) 稲寺秀邦．労災を防ぐ疾病対策．富山産業保健総合支援センター 第 9 回産業保健セミナー；2017 Nov 17；富山． 
21) 稲寺秀邦．職場のストレス対策．高岡市医師会；2017 Dec 19；高岡． 
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